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り　ん　せ　い

　備中南森林組合に勤務されている所
ところ

さん。
　森林ボランティア活動にも積極的に取り組んでいます。（詳細はＰ２に記載）
　（倉敷市の真備美しい森ビジターセンター前にて）
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【ぼっけ～木になる情報】

Ｑ．岡山県内にある「みどりの
少年隊」は、どのような目
的で結成され、どのような
活動をしているか知ってい
ますか？
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本
年
度 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
平
成
30
年
７
月
14
日
（
土
） 

 　

高
間
キ
ャ
ン
プ
場
（
総
社
市
）

 　

森
林
整
備
（
下
刈
り
・
不
用
木

　

 

の
除
去
）                

○
平
成
30
年
８
月
18
日
（
土
） 

　

倉
敷
市
酒
津             

 　

森
林
整
備
（
下
刈
）         

○
平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）

　

総
社
市
下
倉             

　

森
林
整
備
（
除
伐
・
枝
打
）    

　

椎
茸
榾
木
の
管
理
、
採
取     

○
平
成
30
年
12
月
８
日
（
土
） 

　

倉
敷
市
酒
津             

　

森
林
整
備
（
除
伐
・
植
樹
）    

○
平
成
31
年
１
月
19
日
（
土
）

　

真
備
美
し
い
森
（
倉
敷
市
） 

　

竹
林
整
備
（
竹
チ
ッ
プ
化
）    

　

栗
植
樹
地
草
刈
り           

　

遊
歩
道
整
備               

                           

参
加
者
募
集
中
！          

森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
に   

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

     倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
事
務
局

�
０
８
６
６
（
９
２
）
５
６
０
０ 

※
イ
ベ
ン
ト
が
既
に
終
了
し
て
い 

　

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

一　

森
林
組
合
の
概
要

　

備
中
南
森
林
組
合
は
、
平
成
19
年
10

月
１
日
に
、
旧
総
社
市
森
林
組
合
と
旧

矢
掛
町
森
林
組
合
が
合
併
し
、
誕
生
し

ま
し
た
。
岡
山
県
南
西
部
（
総
社
市
、

矢
掛
町
、
倉
敷
市
）
を
エ
リ
ア
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
の
総
社
支
所
は
、
「
県
南
の

森
林
組
合
に
と
っ
て
、
森
林
の
公
益
的

機
能
の
普
及
啓
発
は
重
要
な
責
務
」
と

の
思
い
か
ら
、
平
成
７
年
８
月
に
設
立

さ
れ
た
「
倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
」

の
事
務
局
を
平
成
22
年
か
ら
引
き
継
ぎ
、

小
学
校
、
企
業
及
び
行
政
等
の
25
団
体

及
び
15
名
の
個
人
会
員
に
よ
る
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
備
中
南
森
林
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.bityu

m
in

am
i.com

/

）

二　

就
業
の
き
っ
か
け

　

所
さ
ん
は
総
社
市
の
出
身
で
、
総
社

市
役
所
農
林
課
の
臨
時
職
員
と
し
て
２

年
間
勤
め
て
き
ま
し
た
が
、
同
森
林
組

合
で
働
い
て
い
た
知
人
か
ら
の
紹
介
を

受
け
、
今
年
の
５
月
か
ら
同
森
林
組
合

の
職
員
と
な
り
、
総
社
支
所
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。

　
三　

現
在
の
仕
事
内
容

　

普
段
の
業
務
は
、
事
務
全
般
で
す

が
、
総
社
市
役
所
農
林
課
に
勤
務
し
て

い
る
時
か
ら
森
づ
く
り
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
四　

今
後
の
予
定

　

本
年
度
、
倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会

（
事
務
局

：

同
森
林
組
合
総
社
支
所
）

が
参
加
者
を
公
募
す
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

五　

お
わ
り
に

　

今
回
の
所
さ
ん
の
勤
務
を
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
備
中
南
森
林
組
合

か
ら
、
森
林
・
林
業
の
重
要
性
や
魅
力

が
更
に
情
報
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

当
普
及
指
導
区
と
し
て
は
、
地
域
の

林
務
行
政
の
一
層
の
推
進
と
共
に
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
役
で
あ

る
「
倉
敷
地
域
森
づ
く
り
の
会
」
が
よ

り
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
倉
敷
普
及
指
導
区　

花
田　

智
雄
）

森林組合での所さん

お
か
や
ま
の
森
ガ
�
ル
・

木
ガ
�
ル　
　

　

備
中
南
森
林
組
合
総
社
支
所

　
　
　

所
と
こ
ろ　

　

香か

那な　

さ
ん

【
倉
敷
普
及
指
導
区
】

真備美しい森での竹林整備（H30.6.26）



りんせい　No.461　2018．9

（3）

一　

は
じ
め
に

  

真
庭
市
月
田
に
事
務
所
を
置
き
、
素
材

生
産
業
を
営
ん
で
い
る
㈱
三
謳
の
代
表

取
締
役
母も

里り

靖や
す
ひ
ろ浩

さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

二　

会
社
の
概
要

　

㈱
三
謳
は
、
昭
和
62
年
に
創
業
、
平
成

６
年
に
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
社
員
は
15

名
（
う
ち
運
送
部
３
名
、
事
務
員
２
名
）

で
す
。
社
名
の
由
来
は
、「
美
・
健
康
・

環
境
の
三
つ
の
こ
と
を
謳
歌
す
る
。」
で

あ
り
、
美
し
く
健
康
な
環
境
に
よ
い
森
林

づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

三　

取
組
状
況

（
一
）
素
材
生
産　

　

直
近
の
年
間
素
材
生
産
量
は
主
間
伐

で
約
１
５
，
０
０
０
立
方
㍍
、
バ
イ
オ
マ

ス
用
材
を
含
め
る
と
約
１
９
，
０
０
０
立

方
㍍
で
あ
り
、
１
班
３
名
、
３
班
編
成
で

各
現
場
へ
入
り
ま
す
。
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
プ

ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
伐
倒
・
造
材
、
ス
イ
ン

グ
ヤ
ー
ダ
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
集
材
を

基
準
と
し
て
お
り
、
一
昨
年
に
導
入
し
た

ロ
ン
グ
リ
ー
チ
グ
ラ
ッ
プ
ル
は
約
12
ｍ

の
範
囲
が
集
材
可
能
で
、
作
業
効
率
を
向

上
さ
せ
て
い
ま
す
。
現
場
で
発
生
す
る
未

利
用
材
は
、
市
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基

地
へ
運
搬
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
主
に
声
を
か
け
施
業
を
請
け

負
う
と
と
も
に
、
管
理
に
困
っ
た
山
林
を

山
主
か
ら
直
接
購
入
し
て
森
林
施
業
を

実
施
し
て
お
り
、
所
有
山
林
は
現
在
約
20

㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
人
材
育
成

　

平
成
29
年
度
に
始
ま
っ
た
県
の
現
場

指
導
者
育
成
研
修
を
、
昨
年
度
は
班
長

ク
ラ
ス
の
職
員
２
名
が
受
講
し
、
今
年

度
は
新
人
１
名
が
緑
の
雇
用
研
修
（
フ

ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
１
年
）
を
受
講

し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
人
材
育
成

が
要
か
な
め

だ
と
考
え
て
お
り
、
職
場
に
お

け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
を
始
め
、
朝
礼
で

は
、
従
業
員
が
個
々
に
掲
げ
た
目
標
と

実
行
に
つ
い
て
発
表
す
る
場
を
設
け
る

等
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

（
三
）
林
業
Ｐ
Ｒ 

　

林
業
に
つ
い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
担
い
手
の
確
保
や
林
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
岡
山
市
内
の
通
信
制
高
校

で
、
林
業
体
験
を
踏
ま
え
た
講
話
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
、
高
校
生
に
林
業
体
験
の
機
会
を

創
出
す
る
林
業
現
場
体
験
イ
ン
タ
ー
シ

ッ
プ
実
施
支
援
事
業
に
お
い
て
、
高
校

生
を
受
け
入
れ
る
事
業
体
と
し
て
申
請

を
し
て
い
ま
す
。
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
有
効
な
広
報
媒
体
と
考
え
て
お

り
、
動
画
を
取
り
入
れ
、
興
味
を
ひ
く
構

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
た
め
、
委
託
会
社
と
打
合
せ
を
重

ね
て
い
ま
す
。

 

四　

今
後
の
展
開

　

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
母
里
社
長
は
、

「
主
伐
期
の
到
来
に
向
け
、
皆
伐
再
造
林

へ
の
対
応
が
カ
ギ
。
大
径
材
の
搬
出
用
に

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
０
．
２
５
ク
ラ
ス
に
加

え
０
．
４
５
ク
ラ
ス
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
。
皆
伐
で
は
、
大
量
の
枝
葉
、
根
株

等
も
発
生
す
る
の
で
、
チ
ッ
パ
ー
の
導
入

も
検
討
し
て
い
る
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

五　

終
わ
り
に

　
「『
10
年
先
に
は
山
師
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
』
と
嘆
く
親
方
の
姿
を
み
て
、

森
林
を
守
る
決
意
を
固
め
、
創
業
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。」
と
母
里
社
長
。
発
言

一
つ
一
つ
に
、
当
時
の
決
意
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
員
全
員
が
会
社
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
描
か
れ
た
ロ
ゴ
入
り
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
お
り
、
社
内
の
結

束
力
の
高
さ
も

う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
真
庭
普
及
指
導
区　

難
波　

武
博
）

株
式
会
社  

三�

謳

株
式
会
社  

三�

謳

【
津
山
普
及
指
導
区
】

【
真
庭
普
及
指
導
区
】

�
�
�
�
認
定
事
業
体

�
�
�
�
認
定
事
業
体

�
��
�
�
�
�

�
�

OJT研修（選木作業について指導

する先輩（右）と、後輩（左）

ロングリーチグラップルによる集材

学校で林業講話を

行う母里社長

ロゴマーク
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こ
の
た
び
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

県
で
は
、
被
災
状
況
の
把
握
に
努

め
、
被
災
箇
所
の
早
急
な
復
旧
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
把
握
で
き
て
い
る
被
害
状
況

は
下
記
の
と
お
り
（
本
ペ
ー
ジ
下
部

参
照
）
で
、
こ
れ
ら
の
復
旧
の
た
め
の

補
助
事
業
や
資
金
融
資
な
ど
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
ペ
ー
ジ
（
林
業
・

木
材
産
業
に
関
す
る
災
害
支
援
に
つ
い

て
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
お

近
く
の
県
民
局
森
林
企
画
課
ま
た
は
地

域
事
務
所
地
域
森
林
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

早
期
復
旧
対
策
を
知
事
に
要
望

　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
と
（
一

社
）
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
は
、
七

月
二
十
六
日
、
早
期
復
旧
対
策
を
求
め

る
要
望
書
を
岡
山
県
知
事
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

伊
藤
敦
哉
農
林
水
産
部
長
と
の
面
会

で
は
、
県
内
の
多
く
の
林
道
、
作
業
道

の
路
肩
、
造
林
地
が
崩
壊
し
、
間
伐
を

は
じ
め
と
す
る
森
林
整
備
・
搬
出
作
業

に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
ほ
か
、
森
林

組
合
の
資
材
倉
庫
が
水
没
し
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
等
が
使
用
不
能
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
住
宅
建
築
を
は
じ
め
、

土
木
、
一
般
家
庭
等
で
必
要
不
可
欠
な

木
材
製
品
の
製
造
・
加
工
を
担
う
、
多

く
の
製
材
所
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
等
に

お
い
て
機
械
等
の
水
没
、
土
砂
の
流
入

な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
状

況
を
説
明
し
、
被
害
者
へ
の
支
援
策
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

寄
附
付
金
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た

　

八
月
六
日
、
（
一
社
）
岡
山
県
木
材

組
合
連
合
会
か
ら
岡
山
県
に
50
万
円
の

寄
附
金
の
申
し
出
が
あ
り
、
受
領
し
ま

し
た
。

（
林
政
課
森
林
企
画
班
・
林
業
木
材
班
）

要望書を手渡す県森連吉岡専務理事と
県木連山下専務理事

「平成30年７月豪雨」の大雨の特徴とその要因及び被害状況について

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る

災
害
支
援
に
つ
い
て

―

林
業
・
木
材
産
業
関
連―

　「平成30年７月豪雨」は、西日本

から東海地方を中心に広範囲の多く

の観測地点で観測史上１位の雨量を

記録した。これらをもたらした気象

要因は次の３つと考えられる。

①多量の水蒸気の２つの流れ込みが

　西日本付近で合流し持続

②梅雨前線の停滞・強化などによる

　持続的な上昇流の形成

③局地的な線状降水帯の形成

（気象庁のHPより）

主な被害内容

種　別 項　　　目 箇所・件数 被害があった市町村数等

治　　　山 山腹崩壊、渓流災害 ２１６箇所 岡山市、倉敷市ほか合計２１市町村

林　　　道 路肩崩壊等 ２３２箇所 岡山市、倉敷市ほか合計１８市町村

造　林　地 流失等 ２８５箇所 岡山市、津山市ほか合計１７市町村

木材加工施設 製材用機械等水没、土砂流入 １８箇所 岡山市、倉敷市ほか合計１０市町村

（平成 30 年８月 23日現在）
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林業・木材産業に関する災害支援について

（平成30年８月22日現在）

区分
○支援概要

事 業 名 等 内　　　　　　　　　　　容

補

助

事

業

関

係

○被災した森林作業道の復旧に対する補助（改良・付替）

森林環境保全
整備事業

盛土復旧などと簡易な構造物（路盤工、横断排水工、土留工）を組み合わせ
た復旧及び付替（開設）を支援
（１）事業主体：森林経営計画作成者等
（２）補助内容：森林施業と一体的に実施される森林作業道の改良（開設）
（３）補 助 率：６８％

○被災した作業道の復旧に対する補助（補修・付替）

おかやま元気な
森づくり推進事業

森林環境保全整備事業の対象とならない作業道の補修及び付替（開設）を支援
（１）事業主体：森林組合、森林所有者等
（２）補助内容：間伐等を推進するために必要な作業道の補修（開設）
（３）補 助 率：１／２

○被災した農林水産業共同利用施設の復旧に対する補助

農林水産業共同利用
施設災害復旧事業

（１）補助要件：事業費が４０万円以上（激甚災害の告示地域の場合、１３
　　　　　　　　万円以上）
（２）補助内容：農林水産業共同利用施設の復旧（法定耐用年数の１．４倍
　　　　　　　　を経過していない施設）
（３）補 助 率：２／１０～９／１０

○被災した木材加工流通施設等の撤去・復旧・整備に対する補助

林業・木材産業成長
産業化促進対策（平
成30年梅雨期にお
ける豪雨及び暴風雨
被害対策）

（１）事業主体：地方公共団体、民間団体等
（２）補助内容：被災した木材加工流通施設、特用林産施設等、被災地域に
　　　　　　　　おける林業・木材産業の再建に必要な機械施設の復旧・整
　　　　　　　　備及び被災施設の撤去にかかる費用を支援
（３）補 助 率：１／２以内

資

金

融

資

関

係

○災害を原因とする農林漁業施設の被害の復旧に必要な資金

農 林 漁 業 施 設 資 金
（災害復旧施設）日
本政策金融公庫資金

（１）融資限度額：負担額の１００％又は１施設あたり１，２００万円のい
　　　　　　　　　ずれか低い額
（２）融資期間：１５年以内（うち据置期間３年以内）
（３）利　　率：０．２０～０．２２％以内（H30.7.19現在）

○災害により被害を受けた経営の再建に必要な資金

農林漁業セーフティ
ネット資金（災害）日
本政策金融公庫資金

（１）融資限度額：（一般）１，２００万円、（特認）年間経営費等の１２／
　　　　　　　　　１２以内
（２）融資施設：１０年以内（うち据置期間３年以内）
（３）利　　率：０．２０％（H30.7.19現在）

林業施設整備等利子
助成事業

○被害等を受けた林業者等が行う、日本政策金融公庫等からの農林漁業施設
　資金及び農林漁業セーフティネット資金等の借入れに対する最大２％の利
　子助成

林業・木材産業改善
資金（支払猶予）

○林業・木材産業改善資金を既に借り受けている方は、定期償還金の償還猶
　予が受けられます。（最終償還期限の変更はできません。）

※農林水産業共同利用施設や木材加工流通施設等の修繕や事前着工等については、それぞれの施設ごとに、
　施設等の被害の状況がわかる書きものや写真等、事業の対象となる取組に係る発注書、納品書、請求書な
　どの書類を保存しておいてください。
※「平成30年７月豪雨災害復旧の手引き」（森林・林業・木材産業関係）を県ホームページに掲載していま
　す。（http://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/238089.pdf）
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井
原
市
森
林
組
合

　
　

藤ふ
じ
も
り森　

大だ
い

貴き

さ
ん
（
24
歳
）

　

今
回
は
、

井
原
市
森
林

組
合
の
藤
森

大
貴
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま

す
。

　

藤
森
さ
ん

は
、
平
成
30
年
５
月
か
ら
事
務
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
、
ま
さ
に
ニ
ュ
ー

フ
ェ
イ
ス
で
、
取
材
に
も
緊
張
し
な
が

ら
、
ま
じ
め
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

一　

経　

歴

　

藤
森
さ
ん
は
、
井
原
市
芳
井
町
出
身

で
、
高
校
生
ま
で
芳
井
町
で
育
ち
、
長

崎
県
の
大
学
の
経
済
学
部
地
域
政
策
学

科
で
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
ま

ち
お
こ
し
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
で
研
究
し
た
テ
ー
マ
を
自
分
で

実
践
し
て
み
た
い
と
い
う
考
え
で
井
原

市
に
戻
っ
て
両
親
と
祖
母
と
４
人
で
生

活
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
山
登
り
や
ア
ウ
ト

ド
ア
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
祖
父
が
造

園
業
者
で
働
い
て
い
た
の
で
、
家
で
も

木
を
育
て
た
り
、
剪
定
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
そ
う
い
っ
た
祖

父
の
姿
を
見
て
い
た
の
で
、
木
を
育
て

る
こ
と
に
も
関
心
が
あ
っ
た
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
求
人
の
情
報

を
知
っ
て
こ
こ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
業
務
内
容
に
「
現
場
監
督
」

と
書
い
て
あ
り
、
自
分
に
で
き
る
か
心

配
し
な
が
ら
、
応
募
し
ま
し
た
。

二　

仕
事
の
内
容

　

経
済
学
部
出
身
な
の
で
経
理
は
得
意

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
簿

記
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
は
ま
だ
、
先
輩
職
員
の
手
伝
い
や

購
買
品
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
道
具

の
名
前
や
林
業
の
専
門
用
語
に
戸
惑
い

な
が
ら
何
と
か
や
っ
て
い
ま
す
。
測
量

の
手
伝
い
に
現
場
に
も
時
々
行
っ
て
い

ま
す
。
自
分
に
任
さ
れ
た
初
め
て
の
仕

事
と
し
て
、
組
合
の
広
報
誌
を
編
集
し

て
い
ま
す
。

　

先
日
あ
っ
た
組
合
総
代
会
で
は
、
書

記
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
何
を
す
る
の

か
わ
か
ら
な
い
総
代
会
で
大
役
を
任
さ

れ
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た

が
、
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
進
行
し
て
、
何

と
か
大
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

三　

こ
れ
か
ら
の
抱
負

　

ま
ず
は
、
今
与
え
ら
れ
て
い
る
広
報

誌
づ
く
り
な
ど
の
事
務
所
の
中
で
の
仕

事
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
で
、
現

場
監
督
な
ど
現
場
で
の
仕
事
を
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

組
合
以
外
で
は
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
で

若
い
住
民
を
増
や
し
て
、
ま
ち
お
こ
し

を
し
た
い
で
す
。

四　

職
場
の
先
輩
か
ら
の
一
言

　

私
も
森
林
組
合
と
は
何
を
す
る
と
こ

ろ
か
知
ら
な
い
ま
ま
就
職
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
何
年
か
す
れ
ば
組
合
員
さ

ん
の
こ
と
や
山
の
こ
と
も
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
こ
と
を

言
う
組
合
員
や
職
員
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
慣
れ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
体
験
で
き
る
や
り
が
い
の
あ
る
職
場

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五　

終
わ
り
に

　

森
林
組
合
に
と
っ
て
は
、
二
十
数
年

ぶ
り
の
新
規
職
員
と
い
う
こ
と
で
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
護
服
も
揃

え
て
い
な
い
そ
う
な
の
で
、
早
く
か
っ

こ
い
い
ス
タ
イ
ル
で
井
原
市
を
代
表
す

る
林
業
従
事
者
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
次
は
「
教
え
て
先
輩
！
」

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

三
宅　

美
裕
）

周囲測量の補助をする藤森さん

ニ
�
�
フ
�
イ
ス
で
す
！

今は購買の仕事が多いです
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一　

林
業
労
働
災
害
の
現
状
は
？　

　

先
日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
平
成
29
年

林
業
労
働
災
害
発
生
状
況
の
確
定
値
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

全
国
の
死
亡
者
数
は
40
名
、
死
傷
者
数

（
死
亡
及
び
休
業
４
日
以
上
）
は
１
，

３
１
４
名
で
す
。
死
傷
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
死
亡
者
数
は
こ
こ

10
年
40
名
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
減

少
す
る
気
配
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
林
業
労
働
災
害
の
発
生
率
は
、

全
産
業
の
平
均
値
の
15
倍
と
な
っ
て
お

り
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
平
成
29
年
に
は
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
27

年
と
平
成
28
年
の
２
年
間
で
３
名
が
亡

く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
労
災
事
故
に
係

る
も
の
だ
け
で
あ
り
、
自
伐
林
家
な
ど

労
災
以
外
の
事
故
は
含
ま
れ
て
い
な
い

の
で
、
事
故
の
全
体
像
を
把
握
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

二　

死
亡
事
故
の
多
い
作
業
と
は
？

　

で
は
、
死
亡
事
故
は
ど
の
よ
う
な
作

業
中
に
多
く
発
生
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
平
成
27
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で

の
３
年
間
に
全
国
で
１
１
９
名
が
死
亡

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
３
分
の

２
に
当
た
る
79
名
は
伐
木
作
業
中
に
被

　
災
し
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

三　

ま
ず
は
安
全
装
備
か
ら
！　

　

作
業
中
の
事
故
か
ら
身
を
守
る
に
は

安
全
装
備
の
徹
底
が
最
も
重
要
で
す
。

特
に
、
頭
部
、
下
肢
、
つ
ま
先
の
保
護

の
た
め
、
伐
木
作
業
中
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
、
イ
ヤ
ー
マ
フ
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
用
防
護
衣
、
耐
切
創

仕
様
の
靴
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

四　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
の
基
本

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
に
つ
い
て
、
絶

対
に
実
行
し
て
ほ
し
い
事
項
が
次
の
２

点
で
す
。

①
チ
ェ
ー
ン
ブ
レ
ー
キ
の
利
用

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
は
車
の
運
転
と

同
じ
で
す
。
切
る
時
以
外
は
必
ず
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
、
転
倒
や
枝
な
ど
の
ス
ロ

ッ
ト
ル
レ
バ
ー
へ
の
接
触
な
ど
予
期
せ

ぬ
事
態
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
面
倒
と

思
わ
ず
習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

②
安
定
し
た
状
態
で
エ
ン
ジ
ン
始
動

　

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
上
で
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
地
面
に
安
定
さ
せ
る
か
股
に

挟
む
か
し
て
必
ず
し
っ
か
り
と
固
定
さ

せ
て
か
ら
始
動
し
て
く
だ
さ
い
。
い
わ

ゆ
る
「
落
と
し
が
け
」
は
不
安
定
と
な

り
膝
周
辺
を
傷
つ
け
る
危
険
が
あ
る
の

で
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

五　

受
け
口
、
追
い
口
の
注
意
点

　

受
け
口
を
完
全
に
作
る
こ
と
が
正
確

な
伐
木
作
業
に
繋
が
り
、
災
害
リ
ス
ク

も
減
少
し
ま
す
。
最
も
重
要
な
こ
と
は

受
け
口
の
奥
の
線
（
折
れ
曲
が
る
線
）

が
伐
倒
方
向
の
狙
っ
た
点
に
対
し
直
角

で
か
つ
一
直
線
に
な
る
よ
う
作
る
こ
と

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
木
を
正
確
に

倒
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
も
し
、

こ
れ
が
一
直
線
で
な
く
「
ヘ
の
字
」
の

状
態
だ
と
し
た
ら
、
木
の
倒
れ
る
方
向

を
特
定
で
き
ず
、
作
業
の
危
険
性
が
増

大
し
ま
す
。
折
れ
曲
が
る
線
が
完
全
な

も
の
と
な
る
よ
う
妥
協
せ
ず
に
修
正
を

繰
り
返
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
最
初
の
切
り
込
み
を
浅

く
し
、
修
正
余
地
を
残
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

追
い
口
で
重
要
な
の
は
、
受
け
口
の

折
れ
曲
が
る
線
に
平
行
し
て
切
り
進
み

「
つ
る
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
残
す
こ

と
で
す
。
つ
る
の
幅
は
直
径
の
10
分
の

１
程
度
が
基
本
で
す
。
そ
れ
以
上
切
り

過
ぎ
る
と
突
然
木
が
予
期
せ
ぬ
方
向
に

倒
れ
だ
し
非
常
に
危
険
な
の
で
、
ど
こ

ま
で
切
り
進
ん
だ
の
か
必
ず
確
認
し
な

が
ら
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

六　

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に　

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
一
部
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
厚
生
労
働
省
が
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
に
よ
る
安
全
な
伐
木
作
業
や
か
か
り

木
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
て
い
る
の
で
、
内
容
を
一

読
の
上
、
現
場
で
実
践
し
て

い
た
だ
き
、
安
全
作
業
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　

誰
も
が
「
自
分
は
大
丈
夫

だ
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
そ
の
根
拠
や
保
証
は
あ

り
ま
す
か
？
現
実
に
は
そ
の

誰
か
が
被
災
し
て
い
る
の
で

す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
面

倒
く
さ
が
ら
ず
に
き
ち
ん
と

す
る
こ
と
が
、
結
局
は
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

林

業

労

働

災

害

�

防

�

�

�

�

出典：林業実践ブック　基本技術と安全衛生

　　　（全国林業改良普及協会）
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一　

は
じ
め
に

　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
専
門
部

会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
「
岡
山

県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
研
修
大

会
」
が
平
成
30
年
７
月
５
日
に
、
美
作

市
・
西
粟
倉
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
で
、
県
下
の
林
研
グ

ル
ー
プ
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
大
雨
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
９
グ
ル
ー
プ
、
48

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
林
研
、
行
政
で

の
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な
情
報
交
換

が
で
き
ま
し
た
。

二　

林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表

　

平
成
30
年
度
は
、
豊
並
樹
苗
生
産
組

合　

長
畑
健
三
様
か
ら
、
「
次
世
代
の

森
林
・
林
業
の
た
め
の
苗
木
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

植
え
付
け
が
容
易
で
活
着
が
良
く
、

今
後
一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
コ
ン

テ
ナ
苗
生
産
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
豊
並
樹
苗
生
産
組
合

が
取
り
組
ん
だ
、
少
花
粉
品
種
生
産
の

拡
大
や
先
進
地
へ
の
視
察
・
海
外
か
ら

の
視
察
受
け
入
れ
な
ど
、
次
世
代
の
森

林
・
林
業
に
向
け
た
苗
木
づ
く
り
の
た

め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

三　

県
外
研
修
等
受
講
者
の
報
告
等

　

平
成
29
年
度
の
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
及
び
全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
三
木
敬
臣
様
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
報
告
内
容
は
、
各
林

研
グ
ル
ー
プ
が
活
動
に
活
か
せ
る
事
例

ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介

で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
順
番
に

近
況
の
活
動
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
特

色
に
あ
っ
た
様
々
な
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
会
場
後
方
で
は
女
性
林
研

グ
ル
ー
プ
が
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
く
ず
新

芽
茶
・
苔
玉
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

商
品
や
作
品
を
紹
介
し
た
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
展
示
内
容
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

四　

特
別
講
演

　

本
年
度
は
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
、
独
自
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
西

粟
倉
村
役
場
の
産
業
観
光
課
主
幹　

豊
福
靖
宏
様
か
ら
、
「
西
粟
倉
村
の
森

林
・
林
業
施
策
の
紹
介
」
と
題
し
て
御

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
村
の
約
50
年
生

に
ま
で
育
っ
た
森
林
の
管
理
を
こ
こ
で

諦
め
ず
、
村
ぐ
る
み
で
あ
と
50
年
頑
張

り
、
美
し
い
百
年
の
森
林
に
囲
ま
れ
た

上
質
な
田
舎
を
実
現
し
て
い
こ
う
、
と

い
う
熱
い
想
い
の
込
め
ら
れ
た
「
百
年

の
森
林
構
想
」
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

五　

現
地
研
修

　

平
成
30
年
度
に
完
成
し
た
西
粟
倉
村

に
あ
る
道
の
駅
あ
わ
く
ら
ん
ど
の
Ｃ
Ｌ

Ｔ
ト
イ
レ
及
び
道
の
駅
か
ら
ト
イ
レ
に

続
く
木
回
廊
を
視
察
し
ま
し
た
。
ト
イ

レ
に
は
県
産
材
の
杉
を
用
い
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ

が
使
用
さ
れ
、
外
壁
の
大
部
分
は
Ｃ
Ｌ

Ｔ
現
し
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
岡
山
県

勝
英
地
域
森
林
課
か
ら
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
ト
イ

レ
の
建
築
概
要
や
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 

六　

お
わ
り
に

　

年
に
一
度
の
本
大
会
開
催
を
、
沢
山

の
方
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
事
務
局

で
は
、
今
後
も
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に

添
え
る
企
画
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

林研グループの活動発表状況

女性林研グループ活動紹介の様子

CLTトイレ

木回廊

岡
⼭
県
林
業
研
究
グ
ル
�
プ

 

交
換
研
修
⼤
会
が

 
 
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
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一　

は
じ
め
に

　

７
月
は
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な

い
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化

防
止
に
つ
い
て
長
ら
く
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
当
に
緊
急
な
対
策
が
必
要

だ
と
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、

適
切
な
森
林
整
備
に
よ
り
森
林
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
吸
収
機
能
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
や
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
木
材
を
マ
テ
リ

ア
ル
と
し
て
大
量
に
長
期
間
利
用
す
る

こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
木
材
を
大
量
に
利
用
で
き
る

直
交
集
成
板
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
が
開
発
さ
れ
、

利
用
に
向
け
た
法
整
備
等
も
進
ん
で
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
木
質
材

料
で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
に
お
い
て

様
々
な
研
究
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
研
究
室
で
も
低
コ
ス
ト
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

開
発
す
る
た
め
、
ま
ず
は
ヒ
ノ
キ
の
低

質
材
（
３
番
玉
）
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
材
料

と
な
る
ラ
ミ
ナ
を
製
材
し
、
そ
の
強
度

特
性
を
把
握
し
ま
し
た
。

二　

研
究
内
容

　

ヒ
ノ
キ
ラ
ミ
ナ
に
つ
い
て
は
、
真
庭

市
美
甘
地
内
の
山
林
か
ら
伐
採
し
た
丸

太
35
本
を
使
用
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

５
本
は
、
す
べ
て
を
３
ｍ
に
玉
切
り
し

供
試
木
と
し
、
残
り
30
本
は
、
３
番
玉

の
み
を
供
試
木
と
し
ま
し
た
。
供
試
木

は
寸
法
、
重
量
、
平
均
年
輪
幅
を
測
定

後
、
非
破
壊
の
強
度
測
定
と
し
て
打
撃

法
に
よ
り
縦
振
動
ヤ
ン
グ
係
数
（
ヤ
ン

グ
係
数
＝
曲
げ
に
く
さ
の
指
標
で
数
値

が
高
い
ほ
ど
曲
げ
に
く
い
）
を
求
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ミ
ナ
の
製
材
・
乾
燥
に
つ

い
て
は
、
当
研
究
室
で
行
い
中
温
乾
燥

し
た
後
、
打
撃
法
に
よ
る
縦
振
動
ヤ

ン
グ
係
数
、
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン

（
非
破
壊
に
よ
る
強
度
測
定
機
械
）
に

よ
る
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
を
測
定
し
ま
し

た
。

　

供
試
丸
太
の
各
番
玉
別
の
デ
ー
タ
の

集
計
値
を
表
１
に
示
し
ま
す
。
３
ｍ
毎

に
玉
切
り
し
た
供
試
木
か
ら
得
ら
れ
た

供
試
丸
太
の
み
で
比
較
す
る
と
、
先
端

に
な
る
ほ
ど
年
輪
幅
が
広
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
密
度
は
、
先

端
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

３
ｍ
毎
に
玉
切
り
し
た
供
試
木
か
ら

得
ら
れ
た
供
試
丸
太
の
み
の
縦
振
動
ヤ

ン
グ
係
数
は
、
元
玉
が
最
も
低
い
値
を

示
し
、
先
端
に
な
る
ほ
ど
若
干
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
に
つ
い
て

も
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
内
に
収
ま
っ
て
お
り
、

非
破
壊
に
よ
る
強
度
測
定
で
は
、
低
質

材
（
３
番
玉
以
上
）
か
ら
製
材
し
た
ラ

ミ
ナ
で
も
、
強
度
的
に
問
題
は
な
い
こ

と
が
推
測
で
き
ま
し
た
。

三　

最
後
に

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
曲
げ
強

度
等
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
破
壊
試
験
に
よ
る
曲
げ
強
度

試
験
等
を
実
施
し
、
強
度
低
下
の
原
因

と
な
る
節
の
割
合
が
多
い
３
番
玉
由
来

の
ラ
ミ
ナ
の
性
能
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
た
研
究
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
森
林
所
有
者
へ
の
還
元

も
念
頭
に
お
い
た
研
究
を
今
後
と
も
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

（
森
林
研
究
所
木
材
加
工
研
究
室

専
門
研
究
員　

道
場
隆
）

丸太の縦振動ヤング係数の測定

グレーディングマシンによる
曲げヤング係数の測定

表１　供試丸太の各番玉別のデータの集計値

原木位置 本数
両木口
平均径
（cm）

平均年輪幅
（mm）

密    度
（t/m3）

縦振動
ヤング係数

（Gpa）

元玉 5 30.15 3.38 0.63 8.4

２番玉 5 25.85 3.33 0.69 9.4

３番玉 5 23.00 3.44 0.73 9.7

４番玉 5 19.25 3.46 0.81 9.9

５番玉 3 16.83 3.52 0.86 9.9

３番玉全体 35 20.54 3.09 0.77 10.6

※数値については、平均値を記載

森
林
研
究
所
�
�
�

３
番
玉
由
来
の
ヒ
ノ
キ

Ｃ
Ｌ
Ｔ
ラ
ミ
ナ
の
性
能
評
価
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前
号
に
引
き
続
き
、
今
年
度
、
岡
山

県
職
員
（
林
業
職
）
と
し
て
採
用
さ
れ

た
４
名
の
う
ち
、
残
る
２
名
の
方
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

○
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

岡
山
県
岡
山
市
の
出
身
で
、
高
校
ま

で
岡
山
県
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
大

学
は
、
愛
媛
大
学
農
学
部
・
森
林
資
源

学
コ
ー
ス
で
し
た
。
愛
媛
大
学
の
森
林

資
源
学
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
理
由
は
、
小

さ
い
頃
か
ら
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
が

好
き
で
あ
っ
た
の
と
、
実
習
を
通
し
て

学
べ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
的
で
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
研
究
室
は
、
森
林
遺
伝
学
研

究
室
と
い
う
と
こ
ろ
に
在
籍
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

岡
山
県
に
就
職
し
た
き
っ
か
け
は
、

地
元
で
あ
る
岡
山
県
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

し
て
、
仕
事
説
明
会
で
岡
山
県
が
林
業

に
力
を
入
れ
て
い
る
現
状
を
知
り
、
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
と
思

っ
た
た
め
、
岡
山
県
職
員
を
志
望
し
ま

し
た
。

○
担
当
業
務

　

自
然
公
園
の
管
理
及
び
自
然
保
護
、

フ
ォ
レ
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
保
安
林
損

失
補
償
等
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
な
ど

　

担
当
業
務
に
関
し
て
、
一
つ
ず
つ
覚

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大

学
卒
業
研
究
で
は
、
国
定
公
園
で
あ

る
石
鎚
山
で
調
査
を
行
う
際
に
、
国
の

許
可
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
逆

の
立
場
で
各
種
行
為
の
申
請
に
対
し
て

許
可
基
準
に
照
ら
し
て
審
査
を
行
い
、

風
致
景
観
の
保
全
に
寄
与
で
き
る
こ
と

に
喜
び
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
然
公
園
の
担
当
に
な
っ
て
、
岡

山
県
に
は
多
く
の
自
然
公
園
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
今
は
車
が
な
い
た

め
、
ま
だ
自
然
公
園
に
行
く
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
で
す
が
、
早
く
車
を
購
入

し
て
、
岡
山
県
の
自
然
を
満
喫
し
て
い

き
た
い
で
す
。

美作県民局
森林企画課

六
むぐるま

車　悠
ひろ

人
と

○
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

出
身
は
岡
山
県
北
の
勝
田
郡
勝
央
町

で
す
。
島
根
大
学
で
林
学
を
専
攻
後
、

公
益
社
団
法
人
お
か
や
ま
の
森
整
備
公

社
や
愛
媛
県
の
林
業
職
員
等
を
経
て
、

出
身
県
で
あ
る
岡
山
県
の
林
業
職
員
と

な
り
ま
し
た
。

○
担
当
業
務

　

主
な
業
務
は
単
県
事
業
の
小
規
模
林

道
整
備
事
業
で
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
の
で
、
現
場
に

し
っ
か
り
出
て
、
工
事
の
基
本
を
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
な
ど

　

県
北
に
暮
ら
す
中
で
、
森
林
資
源
が

成
熟
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
す
。
課
題
も
色
々
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
現
場
で
大
き
く
育
っ
た
樹
木

を
見
て
い
る
と
、
き
っ
と
何
か
い
い
循

環
が
つ
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま

す
。
多
く
の
人
の
時
間
と
労
力
を
か
け

て
育
て
た
こ
の
資
源
を
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、
林
業
界
や
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
が

果
た
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
古

民
家
に
引
っ
越
し
を
し
た
の
で
す
が
、

改
め
て
木
の
よ
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
温
か
み
や
優
し
さ
な
ど
、
も
と
も

と
の
木
材
と
し
て
の
良
さ
も
あ
り
ま
す

が
、
特
に
、
年
季
の
入
っ
た
梁
や
柱
な

ど
の
古
い
木
材
の
落
ち
着
き
が
よ
く
、

生
活
や
気
持
ち
に
も
や
す
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
木
材
の
利
用
が
進
む
こ
と
は
、
単

に
産
業
と
し
て
の
発
展
に
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
世
の
中
の
雰
囲
気
や
考
え
方

を
少
し
変
え
る
力
が
あ
る
の
で
は
と
感

じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

「
木
の
家
と
木
の
家
具
で
暮
ら
し

て
、
そ
れ
を
子
供
た
ち
に
引
き
継
い

で
」
と
か
、
「
森
林
や
木
造
の
職
場
で

働
い
て
、
休
日
は
自
然
の
中
で
過
ご
せ

て
」
と
か
、
そ
う
し
た
暮
ら
し
を
好
む

人
も
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
林
業

側
か
ら
も
っ
と
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
林
業
に
目
を
向
け
る
人
も
増
え

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
に
木
材
が
も
っ
と
身
近
に
あ

ふ
れ
る
暮
ら
し
を
目
指
し
て
、
ま
ず
は

身
の
丈
に
あ
う
こ
と
か
ら
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

美作県民局
森林整備課

植
うえつき

月　智
とも

巳
み

『
林
務
の
職
場
』

平
成
30
年
度

岡
山
県
新
規
採
用
職
員

特集
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森林・林業関係イベント参加募集

開催日時 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等

10.13（土） 県農林水産総合センター
（赤磐市神田沖）

農林水産総合センターフェア
　農作物の販売、木工教室等

県農林水産総合センター
TEL（086）955－0273

11.4（日） 岡山市北区建部町品田
及び吉備中央町 ほか

森林体験バスツアー
（下刈り体験、シイタケ採取など）
参加費500円、募集人員40名

未来へつなぐ森林体験実行委員会　事務局
（岡山市農林水産課内）
TEL（086）803－1345

11.17（土） 県森林研究所木材加工研究室
（真庭市勝山）

秋の木材学習講座
　研究紹介、木工体験など

岡山県農林水産総合センター
森林研究所木材加工研究室
TEL（0867）44－3367

12.1（土） 龍ノ口グリーンシャワーの森
（岡山市中区祇園）

保育のつどい
（つる切り、つる細工体験）

龍ノ口グリーンシャワーの森を守る会　事務局
TEL（086）275-5037

技能講習会の開催（10月～12月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

小型移動式クレーン運転 岡 山 11月15，16日

一般社団法人　岡山県労働基準協会
TEL（086）225－3571

玉掛け
岡 山 10月４，５日、11月８，９日

新 見 10月15，16日

伐木（特別教育） 津 山 10月２，３日

刈払（安全衛生教育） 津 山 11月２日

はい作業主任者 倉 敷 11月７，８日
陸上貨物運送業労働災害防止協会

岡山支部　TEL（086）234－1332

林業架線作業主任者（免許試験） 兵 庫 12月11日
公益財団法人　安全衛生技術試験協会
近畿安全衛生技術センター（兵庫県）

TEL（079）438－8481

※詳細は申込先にお問い合わせください。

※詳細は申込先にお問い合わせください。



りんせい　No.461　2018．9

（12）



りんせい　No.461　2018．9

（13）

Ａ
�
岡
山
県
緑
の
少
年
隊
連
絡
協
議
会

に
加
入
し
て
い
る
「
み
ど
り
の
少
年

隊
」
は
、
25
隊
で
あ
り
、
隊
員
数
は

７
５
５
名
で
す
。
（
数
値
は
平
成
30

年
５
月
現
在
）

一　

結
成
の
目
的

　

「
み
ど
り
の
少
年
隊
」
は
、
将
来
を

担
う
少
年
達
が
、
緑
の
必
要
性
や
重
要

性
を
認
識
し
、
心
豊
か
に
成
長
す
る
と

と
も
に
、
地
域
緑
化
の
推
進
に
貢
献
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た

も
の
で
、
原
則
と
し
て
小
学
校
４
年
生

以
上
及
び
中
学
生
を
隊
員
の
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

二　

活
動
の
内
容

　

県
内
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
環

境
の
違
い
を
活
か
し
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

①
学
習
活
動

　

森
林
植
物
の
観
察
、
野
鳥
の
観
察
、

緑
化
関
係
研
修
会
、
緑
化
施
設
の
見
学

会
等

②
奉
仕
活
動

　

緑
の
募
金
活
動
、
景
勝
地
・
公
園
等

の
美
化
清
掃
、
緑
化
事
業
等
へ
の
参
加

ぼ
�
け
�
木
に
な
る
情
報

③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　

キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
植
物
・
昆
虫
採
集
等

　

ま
た
、
県
下
の
少
年
隊
が
集
ま
り
、

と
も
に
学
習
し
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

交
流
集
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三　

お
わ
り
に

　

本
県
の
豊
か
な
自
然
と
緑
を
守
り
、

育
て
、
そ
し
て
愛
す
る
心
を
培
う
「
み

ど
り
の
少
年
隊
」
は
、
隊
数
、
隊
員
数

と
も
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
少
年
隊
の
組
織
形
態

は
、
学
校
単
位
と
地
域
単
位
と
が
あ
り

ま
す
。

　

既
に
少
年
隊
の
あ
る
地
域
で
は
、
そ

の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
少
年

隊
の
な
い
地
域
で
は
、
地
域
の
緑
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
是
非
み
ど
り

の
少
年
隊
の
結
成
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

み
ど
り
の
少

年
隊
に
関
す
る

こ
と
は
、
お
近

く
の
県
民
局
森

林
企
画
課
ま
た

は
地
域
事
務
所

地
域
森
林
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
）

緑の募金活動
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�
真
庭
市
立
中
央
図
書
館
�

　

真
庭
市
が
整
備
し
て
い
た
市
立
中

央
図
書
館
が
７
月
３
日
に
開
館
し
ま
し

た
。
こ
の
建
物
は
旧
勝
山
町
役
場
と
し

て
建
築
さ
れ
、
そ
の
後
、
市
町
村
合
併

に
よ
り
真
庭
市
役
所
勝
山
振
興
局
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
築
37
年
の
庁
舎
を

リ
フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。

　

同
館
は
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
の
北

端
に
あ
り
、
古
い
町
並
み
と
の
連
続
性

を
保
つ
よ
う
シ
ッ
ク
な
外
観
と
な
っ

て
い
ま
す
。
内
壁
や
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
約
22
立
方
㍍
使
用
、
利
用
者

が
触
れ
る
書
架
や
読
書
机
等
の
家
具
も

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

林

声

平
成
三
十
年
九
月
一
日
（
第
四
六
十
一
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
林
政
課
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
内
山
下
二―

四―

六

〒700-8750

真
庭
産
木
材
を
使
用
し
「
木
の
ま
ち
真

庭
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
暖
か
み
の
あ
る

落
ち
着
い
た
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
真
庭
普
及
指
導
区
） CLTを使った総合カウンター 真庭産木材を使った読書スペース

外　観


